地域密着型サービス運営推進会議記録（第2回）

	施設名
	小規模多機能ホーム緑風会登子・デイセンター緑風会尊氏

	施設種類
	小規模多機能型居宅介護・地域密着型通所介護

	開催日時
	令和元年７月２９日　　　１１時００分　～１１時４５分

	会場
	緑風会登子デイルーム

	参加者
	利用者代表
	０人

	
	利用者家族代表
	１人

	
	地域住民代表
	３人

	
	有識者
	１人

	
	高齢者お世話センター
	１人

	
	市職員
	１人

	
	事業者
	２人



	報告事項
	
・利用者の現況報告、職員研修、行事について
・感染症予防について
・施設見学会について
・その他意見交換

	
	

	議題
	・利用者の現況報告について
[bookmark: _GoBack]（事業所）
まず、小規模多機能ホーム緑風会登子の6・7月分の利用状況について報告します。6月は2名の方が登録解除となりました。2名とも医療機関への入院となりました。月末時点の登録者数は19名となっています。
つづいて、7月の利用状況です。1名の方が新規登録となり、7月27日時点で20名の利用者様に利用していただいています。
（委員）
6月比べて7月は泊りが増えていますが、理由はありますか？
（事業所）
既存の利用者様で、通いサービス主体で利用されていた方が家族の介護負担軽減の理由により泊りサービスを利用を始めたことが増加の理由です。
1日平均約7名の方が泊りサービスを利用していますが、多い日では9名と全ての部屋を稼働している日もあります。
（事業所）
つづいて、行事・研修についてです。6月3日は登子利用者が那賀川町の菖蒲園へ行き、地域の方々との交流を楽しまれています。6月18日は、事業所内で防災避難訓練を実施しました。西部高齢者お世話センターからも参加いただき、避難口に簡易スロープを設けてはという貴重な意見もいただきありがとうございました。
（事業所）
デイセンター緑風会尊氏の利用状況について報告します。
4月実人数90名・延利用者数583名　5月実人数94名・延利用者数617名
6月実人数98名・延利用者数662名でした。
昨年同月と比較しても利用者数は伸びてきています。
新規の利用者様も7月までに9名の方が当事業所を利用していただいています。
今年度より、作業療法士の職員を雇用した事により利用者様への機能訓練が行えるようになり、エアロバイクやセラバンドなど訓練メニューも豊富になり、利用者の皆様も積極的に運動をされる環境が出来てきました。
なお、尊氏におきましては8月8日（木）16時より施設見学会を開催します。施設が開所し8年、開所時に見学会を実施して以来、行ってきていなかったので今回地域の皆様やケアマネジャーに尊氏が持つ機能や特色を知ってもらう機会を設けましたので、ぜひお越しください。
（委員）
実際にプールには入れますか？
（事業所）
時間の都合上、プールには入れませんが、毎月第3金曜日の夕方に事業所を地域に開放する「大野教室」をしていますので、その機会にご利用いただければ幸いです。

・感染症予防について
（事業所）
今年も暑い日が続きますが、本日は熱中症予防、マダニによる感染、結核予防について委員の皆様と情報共有を図ります。
まず熱中症についてですが、今年も当事業所の利用者様で数名、熱中症と思しき症状の為、入院されたケースや自宅で熱中症にかかり、小規模の短期利用の依頼がありました。
（委員）
部屋の中にいても熱中症になるのだから、日本の気候も昔と違い、だいぶ変わってきた。日中屋外に出る事は命の危険を感じる。

（事業所）
マダニや結核感染についても、感染者に多いのは高齢者です。我々も利用者の方々にどのように注意を促していくのかに課題を感じています。

・その他意見交換
（事業所）
今回、事業所の防災避難訓練にお世話センターに関わっていただきました。
今後も地域の方々との連携を深めていく為にも、事業所からも外部へ出ていきますので、よろしくお願いします。
（委員）
大野のサロンに来てもらう事も可能でしょうか？
（事業所）
日程が合えば、可能です。
（委員）
ぜひ、サロンに来てもらい地域住民に介護施設のノウハウを話していただければありがたい。
（事業所）
分かりました。利用者様と一緒に参加させていただきます。

	
	



